















び牧民の地域分布を表 1 に示す２。2017 年の人口はウランバートル以外の
四大地域、すなわち西部、ハンガイ、中部、東部地区のシェアは低く、そ
















2000年 2017年 2000年 2017年 2000年 2017年 人口 牧民
西部地区 17.4% 12.6% 29.8% 26.1% 30.0% 19.8% -0.3% -2.7%
バヤンウルギー 3.9% 3.2% 5.6% 5.7% 24.8% 16.8% 0.5% -1.8%
ゴビアルタイ 2.6% 1.8% 5.3% 4.3% 35.1% 22.5% -0.6% -3.2%
ザブハン 3.6% 2.3% 7.3% 5.5% 35.3% 23.4% -1.2% -3.5%
オブス 3.6% 2.6% 5.7% 5.7% 27.7% 20.8% -0.3% -2.0%
ホブド 3.6% 2.7% 6.0% 5.0% 28.7% 17.5% -0.1% -3.0%
ハンガイ地区 23.0% 18.7% 40.2% 41.1% 30.6% 21.0% 0.4% -1.8%
アルハンガイ 4.0% 3.0% 8.8% 8.9% 38.0% 28.4% -0.1% -1.8%
バヤンホンゴル 3.5% 2.7% 7.0% 7.3% 34.9% 25.7% 0.1% -1.7%
ボルガン 2.6% 1.9% 4.1% 4.8% 27.6% 23.6% -0.1% -1.0%
オルホン 3.2% 3.3% 0.8% 0.5% 4.4% 1.3% 1.9% -5.0%
ウブルハンガイ 4.7% 3.6% 9.5% 9.3% 35.5% 24.6% 0.1% -2.0%
フブスグル 5.0% 4.1% 9.9% 10.3% 34.9% 23.7% 0.6% -1.7%
中部地区 18.5% 15.9% 18.0% 19.9% 17.0% 12.0% 0.7% -1.3%
ゴビスンベル 0.5% 0.5% 0.3% 0.4% 10.0% 6.7% 2.1% -0.3%
ダルハンオール 3.5% 3.3% 0.7% 0.8% 3.5% 2.2% 1.2% -1.4%
ドルノゴビ 2.1% 2.1% 2.3% 2.4% 18.8% 10.6% 1.7% -1.6%
ドンドゴビ 2.1% 1.4% 4.5% 4.0% 36.7% 26.7% -0.7% -2.5%
ウムヌゴビ 1.9% 2.1% 3.6% 3.2% 32.1% 14.8% 2.0% -2.6%
セレンゲ 4.2% 3.4% 1.4% 2.7% 6.0% 7.6% 0.5% 1.8%
トゥブ 4.1% 3.0% 5.2% 6.4% 22.6% 20.7% -0.2% -0.8%
東部地区 8.4% 6.8% 10.7% 12.0% 22.4% 16.8% 0.4% -1.3%
ドルノド 3.1% 2.5% 2.5% 2.9% 14.3% 11.0% 0.4% -1.1%
スフバートル 2.3% 1.9% 4.2% 4.9% 31.8% 24.2% 0.5% -1.1%
ヘンティ 3.0% 2.4% 4.0% 4.3% 23.5% 17.1% 0.3% -1.5%
ウランバートル 32.7% 46.0% 1.3% 1.0% 0.7% 0.2% 3.7% -3.6%










ウランバートルの GRP は約 65％、次いでオルホン県が約 7％となり、首
都経済への一極集中化が進んでいることが示されている。また、2000 年
と 2017 年の GRP に占める第 1 次産業の割合（Y１/GRP 比率）を見ると、
西部地区で約 68% から約 41%、ハンガイ地区で約 54% から約 26%、中部
地区で約 45% から約 27%、そして東部地区で約 65% から約 29% へと急激




2000年 2017年 2000年 2017年 2000年 2017年 GRP Y1
西部地区 9.8% 5.7% 67.8% 41.4% 265 1,570 20.0% 14.1%
バヤンウルギー 2.0% 1.2% 61.7% 37.2% 235 1,262 16.2% 12.9%
ゴビアルタイ 1.7% 1.0% 69.7% 46.5% 311 1,914 16.4% 13.0%
ザブハン 1.9% 1.2% 64.9% 44.9% 250 1,798 16.1% 13.3%
オブス 1.9% 1.2% 62.5% 36.7% 255 1,551 16.5% 14.0%
ホブド 2.2% 1.2% 78.3% 42.6% 288 1,535 16.4% 12.8%
ハンガイ地区 21.5% 14.1% 54.1% 26.1% 440 2,643 15.7% 11.6%
アルハンガイ 3.1% 1.5% 59.2% 59.1% 363 1,770 17.1% 12.2%
バヤンホンゴル 2.0% 1.4% 74.3% 46.6% 272 1,797 15.0% 15.0%
ボルガン 2.3% 1.0% 70.3% 50.9% 417 1,878 17.4% 14.2%
オルホン 8.4% 6.7% 7.0% 0.6% 1,259 7,181 14.5% 12.3%
ウブルハンガイ 2.4% 1.6% 68.5% 50.7% 243 1,553 18.4% 2.5%
フブスグル 3.2% 1.8% 70.4% 41.4% 302 1,555 17.2% 15.1%
中部地区 11.6% 9.9% 44.5% 26.5% 297 2,181 16.2% 12.6%
ゴビスンベル 0.3% 0.3% 18.7% 20.4% 308 2,055 18.9% 15.3%
ダルハンオール 2.1% 1.6% 14.6% 7.8% 281 1,724 19.7% 20.4%
ドルノゴビ 1.3% 1.1% 45.0% 27.2% 296 1,803 18.2% 13.9%
ドンドゴビ 1.1% 0.9% 54.2% 58.5% 235 2,260 18.7% 15.2%
ウムヌゴビ 1.2% 2.0% 56.7% 19.7% 303 3,392 19.1% 19.6%
セレンゲ 3.0% 2.1% 46.0% 19.1% 332 2,152 23.3% 15.9%
トゥブ 2.6% 1.8% 64.9% 43.6% 303 2,136 17.7% 11.8%
東部地区 5.0% 5.8% 64.5% 28.9% 284 2,962 17.4% 14.7%
ドルノド 1.4% 3.0% 47.0% 13.7% 212 4,198 20.9% 15.4%
スフバートル 1.7% 1.5% 75.4% 33.8% 340 2,773 25.6% 16.8%
ヘンティ 2.0% 1.2% 68.0% 59.7% 316 1,818 19.3% 13.8%
ウランバートル 52.1% 64.6% 1.5% 0.4% 753 4,919 16.7% 15.8%
総計 11.4億ドル 111.3億ドル 24.9% 10.6% 472 3,504 21.5% 12.4%







2017 年のアイマグ人口一人当たりの GRP は、約 7,200 ドルのオルホン
県が最も高い。この数値を 100 とすると、西部地区は約 22、ハンガイ地
区は約 37、中部地区は約 30、東部地区は約 41、そしてウランバートルで
は約 68 の水準になる。ちなみに、2000 年のオルホン県の数値（約 1,300
ドル）を 100 として指数化すると、西部で約 21、ハンガイで約 35、中部







みると、2000 年から 2017 年にかけて、西部・ハンガイ地区ではそれぞれ
23.2％から 21.6％、38.6％から 38.0％へと減少しているが、中部・東部地
区ではそれぞれ 21.8％から 22.3％、15.5％から 17.1％へと増加している。
ここで、小型家畜換算による家畜総数を産出、牧民数を投入として、そ
の比率を牧畜部門の労働生産性とすることにしよう。2017 年では、トゥ
ブ県で約 7,200、次いでバヤンホンゴル県で約 4,900 となり、前者を 100
としたとき後者は約 68 となる。ただ西部地区は約４、ハンガイ地区は約
５、中部地区は約６、東部地区は約７となり、その差は非常に大きい。と





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ここで、2000 年時点での一人当たり実質 GRP の対数値を横軸に、一人







を意味する。一人当たり実質 GDP に対する一人当たり GRP によるジニ
係数をプロットした図３を見ると、2000 年から 17 年にかけてモンゴルの
経済水準は順調に上昇していく。その間、アイマグ間の経済水準格差は
2007 年まで拡大していったが、それをピークに 15 年まで縮小していき、




2000年 2000-17 log y 年平均成長率
地域名 一人当たり一人当たり実質GDP（2000年基準）の年平均成長率 2000年 2000-17
1 バヤンウルギー 5.5 5.3% X Y
2 ゴビアルタイ 5.8 6.3% 4.3 6.6%
3 ザブハン 5.3 8.1% 4.9 6.5%
4 オブス 5.5 6.5% 5.0 4.7%
5 ホブド 5.7 5.4% 4.6 6.8%
6 アルハンガイ 6.0 4.5% 4.9 5.0%
7 バヤンホンゴル 5.7 7.0% 5.0 5.6%
8 ボルガン 6.1 4.2% 7.1 8.6%
9 オルホン 7.1 6.7% 5.4 4.1%
10 ウブルハンガイ 5.4 7.9% 2.3 0.7%
11 フブスグル 5.8 4.8% 4.9 6.7%
12 ゴビスンベル 5.7 7.9% 4.9 4.4%
13 ダルハンオール 5.6 6.6% 4.4 7.5%
14 ドルノゴビ 5.5 7.3% 3.3 5.3%
15 ドンドゴビ 5.5 9.1% 4.8 4.7%
16 ウムヌゴビ 5.8 10.3% 4.6 5.6%
17 セレンゲ 5.8 6.8% 6.0 0.6%
18 トゥブ 5.7 7.2% 5.0 6.3%
19 ドルノド 5.5 12.8% 8.2 4.2%
20 スフバートル 5.9 8.0% 5.3 5.6%
21 ヘンティ 5.8 5.2% 5.3 4.5%
22 ウランバートル 6.5 3.8% 5.4 6.1%
4.6 7.7%
8.2 0.086 X Y
2.3 0.006 X 1








自由度 変動 分散 測された分散 有意 F
回帰 1 0.001184 0.001184 2.974904 0.099987
残差 20 0.007959 0.000398
合計 21 0.009143
係数 標準誤差 t P-値 下限 95% 上限 95% 下限 95.0%上限 95.0%
切片 0.177579 0.06311 2.813812 0.010724 0.045934 0.309223 0.045934 0.309223































































































































































2000年 2000-17 log y 年平均成長率
地域名 一人当たり一人当たり実質GDP（2000年基準）の年平均成長率 2000年 2000-17
1 バヤンウルギー 5.5 5.3% X Y
2 ゴビアルタイ 5.8 6.3% 4.3 6.6%
3 ザブハン 5.3 8.1% 4.9 6.5%
4 オブス 5.5 6.5% 5.0 4.7%
5 ホブド 5.7 5.4% 4.6 6.8%
6 アルハンガイ 6.0 4.5% 4.9 5.0%
7 バヤンホンゴル 5.7 7.0% 5.0 5.6%
8 ボルガン 6.1 4.2% 7.1 8.6%
9 オルホン 7.1 6.7% 5.4 4.1%
10 ウブルハンガイ 5.4 7.9% 2.3 0.7%
11 フブスグル 5.8 4.8% 4.9 6.7%
12 ゴビスンベル 5.7 7.9% 4.9 4.4%
13 ダルハンオール 5.6 6.6% 4.4 7.5%
14 ドルノゴビ 5.5 7.3% 3.3 5.3%
15 ドンドゴビ 5.5 9.1% 4.8 4.7%
16 ウムヌゴビ 5.8 10.3% 4.6 5.6%
17 セレンゲ 5.8 6.8% 6.0 0.6%
18 トゥブ 5.7 7.2% 5.0 6.3%
19 ドルノド 5.5 12.8% 8.2 4.2%
20 スフバートル 5.9 8.0% 5.3 5.6%
21 ヘンティ 5.8 5.2% 5.3 4.5%
22 ウランバートル 6.5 3.8% 5.4 6.1%
4.6 7.7%
8.2 0.086 X Y
2.3 0.006 X 1








自由度 変動 分散 測された分散 有意 F
回帰 1 0.001184 0.001184 2.974904 0.099987
残差 20 0.007959 0.000398
合計 21 0.009143
係数 標準誤差 t P-値 下限 95% 上限 95% 下限 95.0%上限 95.0%
切片 0.177579 0.06311 2.813812 0.010724 0.045934 0.309223 0.045934 0.309223









































































































































































測定すると、2007 年から 15 年にかけて格差は縮小傾向にあったことが示
された。ただその後のジニ係数は 2016 年に 0.20、17 年に 0.25 へと上昇し


































































Statistical Office of Mongolia, Mongolian Statistical Yearbook）では、2017年
までの情報しか得ることができなかった。そのため、2018年の数値について
は、アジア開発銀行（Asian Development Bank：ADB）Key Indicators for 
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